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労災疾病臨床研究事業費補助金
（総括）研究報告書

CO 中毒による高次脳機能障害患者の社会復帰を目的とした
包括的リハビリテーションに関する研究

1

研究要旨

研究計画、アンケート調査、データ解析、統括

研究分代表者
　　久留米大学　
　　准教授　松瀬博夫

Ａ．研究目的
　CO 中毒後遺症患者の参加と活動の弊
害となっている要因を調査し、医師を含
めた多職種アプローチと長期的に障害患
者の変化をフォローできるシステム（包
括的リハビリテーションプログラム）の
有用性について検討する。

Ｂ．研究方法
　参加と活動の弊害となっている要因を
アンケート調査（資料１）する。一般的
な総合リハビリテーションを基本に CO
中毒後遺患者の社会参加と活動を評価を
検討し、高次脳機能障害と生活の質を改
善することを目的とする多職種参加の訓
練計画（資料２）を行う。
 （倫理面への配慮）
　参加同意は、口頭と紙面で説明を行
い、文面で同意を得る。意識障害や認知
機能の低下で本院の同意が得られない場
合は、家族からの同意を得る。

Ｃ．研究結果及び考察
　アンケート調査を実施し、屋内活動や
社会活動に関する弊害に関しての情報を
得ることができた（資料９）が予想以上
に CO 中毒後遺症患者の回収率が悪かっ
た。機能評価は、時間歩行による持久性
の評価は不可能であったが他の評価は全
て問題なく実施できた（資料３）。活動

性の指標である LSA は、筋量と栄養と
の関連性が示唆され、高次脳機能障害者
の社会活動の指標である CBA は認知機
能だけでなく身体機能との関連を示唆し
た。一方で参加の指標である CIQ は関
連性が乏しいが、他の指標と比べ他の障
害よりも著しく低い結果であったことか
ら、一般的な身体機能や認知機能の評価
では捉えられない評価の必要性を示し、
これらは、多職種で実現可能な包括的リ
ハビリテーションに有用である。

Ｄ．結論
　CO 中毒後遺症患者の参加と活動を改
善するプログラムには本人参加型の多職
種アプローチが必要である。

Ｅ．健康危険情報　該当なし。

Ｆ．研究発表　該当なし。

Ｇ．知的財産権の出願・登録状況　なし。

研究代表者　松瀬博夫　　久留米大学
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【資料】２．訓練風景例 （新規導入） 

① ゲーム（Wii Fit）を用いて体幹バランス移動による固有感覚刺激によるバランス運動とテレビ画面に

あるターゲットをコントロールする注意、遂行機能訓練を兼ねたダブルタスク 

 
② ペダリング動作（セラバイタルティーゴ）でターゲットを動かすことで、有酸素運動、関節可動域訓練

と注意、遂行機能訓練を兼ねたダブルタスク 

③ 箱庭を用いた認知療法 
A氏作成（MMSE26/30点、CBA24/30点、CIQ9.5/29点   B氏作成（MMSE30/30点、CBA/3029点、CIQ17.5/29点） 

（認知機能を含む高次脳機能評価やQOLでは反映されない精神心理的側面を評価、訓練が可能である） 
④ 古典的作業療法としての陶芸 

準備から実施することで作業訓練の要素も含む。 
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【資料】３．評価結果のまとめ 
１． 身体機能評価（CO中毒後遺症患者6名） 

 
２．認知機能（注意機能含む） 

  参考；80代男性MMSE平均26.1±2.4、要介護高齢者HDS-R平均20.8±7.5点 
80代TMTA平均60.6±18.0、TMAB平均176.0±70.1 

３． 質問紙（社会参加・活動） 

  参考；CIQ平均 健常者19.8点、肢体不自由者平均14.8点、知的精神障害男性15.6±3.6点 
     CBA中央値 屋外自立27点、屋内自立24点、セルフケア自立21点、半介助19点、全介助15点 
     LSA平均 脳卒中42.3±3.7点、要支援要介護高齢者19.3±10.7点 
４．活動量 

 
５．栄養及び体組成 

 参考；MNA平均 要介護者20.2±4.6点、非要介護者21.1±3.8点（17点未満低栄養） 
    筋量減少アジア基準 男性7.0kg/m2未満 
 
６．各評価項目と社会参加と活動の指標（LSA,CIQ,CBA）との関連性（6例） 

 
 ※数値は、Spearmanの順位相関係数、赤字は統計的に有意であったもの（p値＜0.05） 
 
 

CS-5（秒） TUG（秒） 10m歩行テスト（秒） 重心移動総軌跡長（ｃｍ）重心移動矩形面積（ｃｍ２）
11.7 11.3 8.8 36.4 4.2
16.5 24.3 11.6 51.2 10.2
5.6 4.7 5.5 28.2 1.2
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労災疾病臨床研究事業費補助金
（分担）研究報告書

CO 中毒による高次脳機能障害患者の社会復帰を目的とした
包括的リハビリテーションに関する研究

6 7

研究要旨

多職種で介入と評価を行う包括的リハビリテーション
の内容（プログラム）を作成する。

研究分担者　志波直人

研究分担者
　　志波直人

Ａ．研究目的
　CO中毒患者の社会参加や活動の改善
を目的とした包括的リハビリテーション
を計画する。

Ｂ．研究方法
　前回実施の研究結果を含む従来の訓練
内容と定期的に実施されている患者の高
次脳機能・身体機能の評価結果を確認す
る。新たに、活動に関しLSA（資料４）
参加に関しCIQ（資料５）SRSI（資料６）、
を用いて評価し、次年度からの実施課題
を明確にする。
　また、新たにコンピュータプログラム
やテレビゲームなどゲーム性のある訓練
の適応を確認し、内容を決定する。
　加えて、社会参加と活動の障害に関す
るアンケート調査結果を反映した、多職
種の役割を決定する。
 （倫理面への配慮）
　研究への参加同意は、口頭と紙面で説
明を行い、文面で同意を得る。意識障害
や認知機能の低下で本人の同意が得られ
ない場合は、家族からの同意を得る。

Ｃ．研究結果
　CO中毒後遺症患者の訓練計画として
理学療法は、筋力、筋量、歩行機能、バ
ランス機能、柔軟性の改善、作業療法は、
巧緻性、作業能力、遂行機能や注意機能
などの高次脳機能、言語療法は、セルフ

ケア、コミュニケーションを基本とした
高次脳機能、心理士は、高次脳機能評
価、心理状態の安定、家族との相談、栄
養士は栄養評価、指導、看護師は、内服
管理、セルフケア、合併症評価などを目
的としたチームを編成した。訓練の指示
と情報共有は総合実施計画書が最適であ
る。CIQ、LSAは実施前に高次脳機能障
害者に分かりやすい表現に修正し、入院
患者用のLSAを作製した。ゲームに関
しては、多職種で難易度と効果を検討し
（資料７，８）患者の反応と満足度から決
定した。

Ｄ．考察
　包括的介入を行うための訓練、評価、
チームの役割などを総合的に計画し介入
の準備が整った。ゲーム性のある訓練は
個別で適正を確認する必要がある。

Ｅ．結論　
　多職種チームによる包括的リハビリ
テーションの計画ができた。

Ｆ．研究発表
　１．論文発表　　該当なし。
　２．学会発表　　該当なし。

Ｇ．知的財産権の出願・登録状況
　　該当なし。
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【資料】５．Communitiy Integration Questionnaire (CIQ, 久留米大学版) 
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【資料】５．Communitiy Integration Questionnaire (CIQ, 久留米大学版) 
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【資料】７．テレビゲーム（任天堂Wii及びWii fit）の効果検討結果 
1) Wii sports club 
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２）Wii Party 
種目 難易度〈123） 機能 カテゴリー ゲーム内容のまとめ

ワンワンかるた 1 注意
リモコンかくれんぼ 1 記憶 リモコン探し：患者共にリモコンを隠して、探しに行く。
びんかんバクダン 3 上肢

古今東西バクダン 2 語想起
動物の名前、四角いもの、お寿司のネタ、「ま」で始まることばなどの
テーマがある。テーマの選びなおしは可能。
10秒の制限時間があるため難しい場合もある。

個人的クイズ ×
プレイヤーの中から主役を決め、その他のプレイヤーが主役の好みや気
持ちを当てる。

トランプかるた 1 注意
トランプを用意。読み上げられたカードを素早く探し取る。
音声以外に画面に選択するカードが表示される。複数選択する問題も
あり、画面を見ずに音声のみで実施してみると難易度が変化する。

ギャロップダービー 1 上肢 レース
馬に乗って競争。ムチ入れるとスピードUPするが、馬の体力が減る。体
力をみながら、操作する必要がある。
リモコンを縦に振るとムチが入る。

ぐらぐらプレゼント 3
上肢
注意

バラエティ
積み上がっていくプレゼントが落ちないようにバランスを保つ。
リモコンを左右に動かしてバランスをとる。

早切ベジタブル 1 上肢 バラエティ リモコンを縦に振り続けて野菜を切る。
ぎりぎりスキージャンプ 1 上肢 スポーツ ジャンプ台の先でリモコンを振ってジャンプ。

ねらいうちガンマン 3
上肢
注意

自分の色の缶を打つ。地面に落とすと減点。

ふんばり！たるハードル 3
上肢
注意

レース 転がってくる丸太をジャンプでよける。

探してパズルピース 2
上肢

注意、構成
バラエティ パズルに当てはまるピースを探してはめ込んでいく

月面着陸レース 2 上肢 運とカン リモコンを左右に動かし、隕石をよけながら月へ着地する

ゾンビごっこ 2
上肢
注意

バラエティ
ゾンビから逃げる。捕まってゾンビ役になった時は、捕まっていないMii
を追いかける側になる。
リモコンの✚ボタンで操作。

ビーチフラッグバトル 2
上肢
注意

スタートの合図と同時にリモコンをふる

にっこりカメラマン × 集中力 1回で笑顔のMiiをできるだけたくさん撮影する。
2分の1サバイバル × 運とカン 運だめし
おじゃまヒツジレース 2 上肢 レース ヒツジの群れをの間をいちはやく通り抜ける。十で操作

ふわふわキャッチ 3
上肢
注意

バラエティ
羽をできるだけたくさんキャッチ。色によって点数がことなる。枯れ葉は
減点。

ボレーシュートマッチ 2 上肢 スポーツ 飛んでくるボールを打つ。

UFOカメラマン × 動体視力 集中力
1回きりのチャンスで、UFOの写真を撮る。UFOをもっとも画面中央でと
ることができた人が勝ち。

ねらってチップイン 2
体幹
上肢
注意

スポーツ
カップにできるだけたくさんボールを入れる。：ゴルフ
リモコンをゴルフクラブのように使用。白い線と青い線を合わせる。

シャッフルMii 3
動体視力
注意
記憶

集中力 自分の色のボールが隠れているカップを当てる。

ふらふら迷路 3 遂行 レース 迷路を進む。

乗ってけ！ヘリコプター 2 上肢 バラエティ
ヘリコプターに子どもを乗せる。リモコンを傾けてヘリを移動、②でロープ
をおろす。

スペースファイト 1 上肢 バラエティ 相手に体当たりしたり隕石を投げて点数をとる。
ぴったりストップウォッチ 1 注意 集中力 指定された秒数でピッタリ止めるゲーム。

はめこみパズル 2
上肢
構成

考える 6ピースのパズル。リモコンを左右にひねるとピースが回転。

ぎりぎりで止めて！ 2 注意 集中力 樽が自分に落ちてこないように、ぎりぎりの高さで止める。
ゴロゴロコロシアム 2 上肢 バラエティ 相手を穴に落とす。

パンチングファイト 2 上肢 バラエティ
相手を海に落とす。

ステップアップレース × 運とカン 他の人と異なる数字を選択すると前に進むことができる。

マーメイドダイブ 1 上肢 バラエティ
海中にいる貝の中にある真珠を集める。
✚で進み、②を連打するとダッシュ。

ピコピコ！モグラたたき 1 上肢 バラエティ モグラをたたく。
スペースレース 1 上肢 レース 星屑コースを走る。

ジャングルジャンプ 1 上肢 バラエティ
ロープにつかまり一番遠くまで飛んだ人の勝利。
リモコンを振りいきおいがついたらAでジャンプ。

そろえてスリーカード 1 注意、記憶 運とカン 4枚3列のカードを上から順番に1枚ずつ選択。自分のMiiを当てる。
君こそスーパースター 1 上肢 バラエティ 動き回るスポットライトが停止した際にライトに照らされるよう移動する。
ドッグカメラマン 2 上肢 集中力 走り回る犬の写真を何枚とるか競う。

笑って赤ちゃん 1 上肢 バラエティ
泣いている赤ちゃんを笑顔にする。ハートが光るリズムでリモコンを振り
続ける。
リモコンをハートが光るリズムで振り続けると笑顔になる。

ラッキー花火 × 運とカン 運だめし。

うしろからバトル 1 遂行？ バラエティ
自動でうごくトロッコ。曲がる方向を切り替えて相手の背後にまわり、ト
ロッコ後ろの的を撃つ。

けんすいチャンピオン 1 上肢 スポーツ 10秒間でけんすいが何回できるが。AB同時押し。
ぴったりウォーキング × 運とカン 指定された距離まで進めみ、30mまでの看板をヒントに距離を考える。

バギーボンバー 2 上肢 バラエティ
バギーで風船和割って競う。
リモコンを左右に傾けてハンドル操作。②アクセル①バック。

運まかせトロッコ × 運とカン 運だめし。

リビングパーティ
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振り子アタック 1
上肢
注意

バラエティ
1人側：つり下がったボールを投げる。
3人側：ボールに当たらないよう逃げる。

カウントフルーツ 1 注意 集中力 最初に指定された果物を数える。
みんなでかくれんぼ × 運とカン かくれんぼ。

カラテマスター 3
上肢
注意

スポーツ
1人側：飛んでくる丸太を空手の技で壊す。
3人側：丸太を投げる　　リモコンを左右に傾けて、投げたい方向を向け
る。②でボールを投げる。

レッツ！ポージング 2 記憶 集中力 1人側が取るポーズを3人が真似する。

カウントMii ×
集中力
動体視力

バラエティー 乗客を数える。

切たおし名人 1 上肢 バラエティー リモコンを振って斧を振りおろして木を倒す。

ピザ配達レース 2
上肢
注意

レース
ピザを届ける。リモコンを横に持ち、左右に傾けてハンドル操作。①ブ
レード②アクセル。

ヒツジ集め競争 2
上肢
注意

バラエティー
ベルを鳴らして、自分のゲートへヒツジを集める。
リモコンの＋でMiiwo操作、②でベルを鳴らす。

チャンネル合わせ 1 上肢 バラエティー 6台のテレビを全て同じチャンネルにかえる。

ピョンピョンレース 3
上肢
注意

レース
ポッピングマシンに乗ってゴールを目指す。
バネが縮んだ時にリモコンを振るとジャンプ。一番縮んだ問いに振ると、
大ジャンプできる。

スピードガンマン 1 上肢 集中力 悪者の的をうつ。

ふうせんエアレース 3
上肢
注意

バラエティー
飛行機で風船を割る。
リモコンで飛ぶ高さを操作。後ろへたおすと高く、前に倒すと低く飛ぶ。
左右に傾けて方向変換。

ビーチフラッグバトル 2
上肢
注意

レース
フラッグに向かって競争。
スタートの合図と同時にリモコンを振るとダッシュ。フラッグに近づいたと
ころでAを押すとダイブキャッチ。

コロコロラビリンス 2
上肢
注意

レース ボールを転がしながら迷路を進む。リモコンを左右に動かす。

フルーツきおくバトル 1 記憶 考える フルーツの位置を記憶し、隠れた5つのフルーツが何だったか当てる。

フルーツバスケット 2 注意 集中力
持っている板を傾けて上から落ちてくるフルーツを同じ絵のカゴへ入れ
る。

ロボットファクトリー 2 注意 集中力 流れてくるパーツの中から2人で同じ色の体と足をつかんで合体。
スプラッシュボード 1 上肢 スポーツ リモコンを上下に振ってオールをこぐ。

ゴーストハウス 1
上肢
注意

バラエティ
ゴーストを退治しながら出口を目指す。
ライトはリモコンでポイントして操作。（ゴーストにライトを当てると退治で
きる）

シュート＆シュート 1 上肢 スポーツ リモコンを振ってシュートを決める。

バランスブリッジ 3
上肢
注意

バラエティ
左右に分かれて通路をすすむ。傾き過ぎると落ちるため、進む速さを合
わせながら進む。
✚でMiiを操作。

めぐりあいドア × 運とカン ２人がめぐりあえたらクリア。運だめし。

ねらえ！ビッグフィッシュ 1 上肢 集中力
２人で息を合わせて魚を釣り上げる。
魚がかかるとリモコンが振動する。振動したときに2人とも素早くリモコ
ンを振り上げることができると釣り上げることができる。

バルーンコースター 3
上肢
注意

バラエティ
ジェットコースターに乗り、浮かんでいる風船を割りながらつるされたプ
レゼントを集める。
リモコンでポイントしてAを押すと風船が割れる。

スカイサイクリング 3 上肢 バラエティ
人力飛行機で空を飛ぶ。
リモコンを回してペダルをこぐ。

ぐるぐるヒツジ運び 2
注意
遂行

考える 丸い橋を回転させて橋をつなぎ合わせてヒツジを川の手前へ渡す。

デンジャラストロッコ 2 上肢 バラエティ
トロッコを漕いで洞窟の出口を目指す。
自分のMiiが持つレバーが上がった時にリモコンを振ると前進する。

地球への道のり 2 上肢 レース
ロープでつながれた状態で宇通空間を浮遊。２
リモコンを左右に傾けて進行方向を操作。②を押してジェット噴射で進
む。

追いつめマウス 2 遂行 考える 逃げ回るネズミを２人ではさみうちにして、出口のカギを取り返す。

ねらいうちガンマン 2
上肢
注意

バラエティ 空中から落ちてくる自分の缶をできるだけ多く弾丸ではじく。

わなげガーデン 2 上肢 バラエティ つぼみにわをかけて花をさかせる。

ハイスピードボブスレー 1 上肢 スポーツ
ボブスレーに乗ってゴールを目指す。
リモコンを左右に傾けると、Miiの体が傾く。

みんなでなわとび 1 上肢 バラエティ ロープを回すやく。

トラップアドベンチャー 2
上肢
注意
遂行

バラエティ
行く手をさえぎるいろんな仕掛けを、協力しながらクリアしていく。
✚でMiiを操作。いくつかのしかけは②で動かす。

スイッチアスレチック 1 遂行 考える
島をつなぐ橋を渡る。途中の穴はどちらかが同じ色のスイッチを踏んで
穴をふさぎ、もう一人が先へ進む。

クローバーさがし 1 注意 集中力 絵の中にある５つの四つ葉のクローバーをさがす。制限時間15秒。
バナナ運びパズル 2 遂行 考える バナナの木箱を倉庫の外に運び出すパズルゲーム。
あっちこっちパニック 3 注意、遂行 集中力 Miiの向きを変えながら同じ色の家に入れると点数が入る。

花さかロジック 1～3 遂行 考える
ジョウロをとってつぼみにたどりつけるようMiiを配置し、全ての花を咲か
せる。ステージ30種類（途中中断可能）。

とことんクローバーさがし クローバーさがしと同様
とことんぐらぐらプレゼント グラグラプレゼント同様
とことんバランスブリッジ バランスブリッジと同様
とことんバナナ運び バナナ運びパズルと同様
ぐるぐるパズル 2 注意 考える 同じ色のパネルを縦か横に4つ以上つなげて消すと点数が入る。

１ｖｓ3バトル

1vs1

とことん
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３） Wii Fit 
難易度 機能 ゲーム内容のまとめ

ヘディング 3 反射神経 ボールに反応して身体を動かす。
スキージャンプ 1 瞬発力 タイミングよくジャンプする。

スカイハイジャンプ 2
足腰トレ
バランス

マットの中心で屈伸して空高く跳ぶ。

コロコロ球入れ 3 全身バランス 身体を前後左右に傾けボールを穴に落とす。

リズムカンフー 2
リズム感
動作の協調性

カンフーポーズをとる。

バランススキー 1 動的バランス
身体を左右に傾けながら旗の間を通過する。動
的バランス。

足踏み水鉄砲 3 判断力
GamePadで狙いをさだめ、足を踏み込んで水を発
射。

腰ふり10 2 頭と体の協調性腰を振って計算問題を解く。
ウェイター 3 平衡感覚 トレイにのったケーキを運ぶ

雪合戦 3
判断力
反射神経

飛んでくる雪玉をよけながら相手をポイントして雪
玉を投げる。

アスレチックMii 2
敏捷性
判断力

アスレチックを進む。

アスレチックU 3
敏捷性
判断力

更に手ごわくなったアスレチック。

バランス色分け 1
集中力
手足の協調性

重心移動とリモコンで玉を振り分ける。

リュージュ 2 腹筋 そりに乗ってコースを滑り下りる。

バランスMii 1 下半身のバラン
前後左右の重心移動でMiiを動かす。
（壁に当たると風船が割れる）

ダイビング 3 方向感覚 生き物や宝物を探す。

パタパタ飛行 3
上半身の筋力
バランス

腕をパタパタさせて空を飛ぶ。

フリークライミング 3 全身 両手を動かして壁をつかみ足踏みして登る。

バランスゲーム

種目

 
※難易度は、一酸化炭素中毒後遺症患者を想定し、3段階で表記。３は、不可能に該当する。 
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【資料】８．ゲーム実施状況の判断（満足度調査） 
高次脳機能障害による訓練に対しての拒否反応と訓練課題が遂行できるかどうかについて、満足度（満足5

 やや満足４ どちらともいえない３ やや不満２ 不満１）を利用して評価した。 
対象は、現在一酸化炭素中毒後遺症患者6名。本人と医療者間でほぼ同じ評価結果であった。 

 
 ※満足度を患者もしくは家族の反応と医療者がペアで評価 
  
 
 
 
 
 
 

ミュージック

デジタルミラー セラバイタル 陶芸 和紙工芸 箱庭 テニス ボウリング スキージャンプ コロコロ玉入れ ヘディング バランススキー
早や切りベ

ジタブル
ギャロップ
ダービー

ゴーストハ
ウス

シュート＆
シュート

直感（推測しゃし
ん）

記憶（瞬間
かお記憶

分析（形当
てキューブ）

数字（たし算
つみ木）

知覚（まち
がいアニメ）

楽器あそび

患者A 4 4 4 5 4 4 4 4 4 4 4 4 5 5 4 5 4 4 4 3 4

医療者 5 4 5 4 4 5 4 4 4 4 4 5 5 5 4 5 4 5 4 3 3

患者B 5 5 5 不可能 4 4 4 4 4 4 4 4 4 3 3

患者B家族 5 5 5 4

医療者 5 5 5 4 4 4 4 3 4 3 4

患者C 5 4 5 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

医療者 5 4 5 5 4 5 4 5 5 5 5 5 4 5 5 5

患者D 5 5 5 4 5 5 4 5 4 4 4 5 5 3 4 4 4 4 4 3 5

医療者 5 4 5 4 5 5 4 5 4 4 4 5 4 4 4 5 5 5 5 3 5

患者E 5 4 5 5 4 5 5 5 5 4 5 5 4 5 5 5 5

医療者 5 4 5 5 4 4 5 4 5 5 5 5 4 4 4

患者F 4 4 5 5 3 4 5 4 4 4 4 3 4 5 5 5 5 5

医療者 4 4 5 5 3 4 5 4 4 4 4 4 4 5 5 5 5 5

ID
Wii sports Wii　Fit Wii party やわらか頭

太鼓の達人
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研究要旨

社会参加や日常生活活動を妨げる要因に関してアンケート調査を
行う。

研究分担者　橋田竜騎

研究分担者
　　橋田竜騎

Ａ．研究目的
　CO中毒患者の社会参加と日常生活を
含む活動の妨げとなる要因に関してアン
ケート調査を行う。

Ｂ．研究方法
　障害者の社会参加に関するQOL質問
紙法であるCIQを元に作製したアンケー
トをCO中毒後遺症患者、脳卒中後遺症
患者、健常高齢者、医療従事者に実施し、
CO中毒後遺症患者の課題についてKJ法
を用いて抽出する。
 （倫理面への配慮）
　研究への参加同意は、口頭と紙面で説
明を行い、文面で同意を得る。意識障害
や認知機能の低下で本院の同意が得られ
ない場合は、家族からの同意を得る。
　取得データは、すべて連結可能匿名化
を行い管理し、研究終了５年後に破棄す
る。

Ｃ．研究結果
　CO中毒後遺症患者（入院含む）40名、
その家族25名、健常高齢者32名、脳卒中
後遺症患者15名、医療従事者20名にアン
ケートを実施した。回収は、CO中毒後
遺症患者17名その家族９名、健常高齢者
21名、脳卒中患者13名、医療従事者16名
であった。CO中毒後遺症患者での未返
答理由に「研究に関わりたくない」が多
く聞かれた。
　KJ法にて屋外活動の妨げの要因とし

て健常高齢者は加齢による身体機能と認
知機能が主で脳卒中患者は後遺症に環境
要因が主であったのに対し、CO中毒後
遺症患者では高次高機能に加齢による運
動障害と環境要因が加わった社会性低下
が目立つ結果であった。（資料９）社会
活動の妨げの要因では、それらにコミュ
ニケーション能力が加わるがCO中毒後
遺症患者では、周囲のサポート体制を含
む環境要因も影響していた。（資料10）
医療従事者では、屋外活動では、精神心
理面の問題と環境要因、社会活動では差
別や教育などの社会問題が加わる。

Ｄ．考察
　脳卒中後遺症患者では、後遺症自体に
よる問題が大きく、CO中毒後遺症患者
では支援する体制の問題が大きい。加齢
による身体機能の問題が経過とともに加
わるようである。支援体制が不十分であ
るといえる。様々な疾病による高次脳機
能障害患者の調査報告で長期的な支援体
制の不安が大きいことから今後CO中毒
後遺症患者と同じ境遇に陥る可能性が高
く支援体制構築が重要である。（資料11）

Ｅ．結論
　アンケート調査によってCO中毒後遺
症患者は、高次脳機能だけではなく身体
機能を含めた支援が必要である。

Ｆ．研究発表
　１．論文発表　　該当なし。
　２．学会発表　　該当なし。

Ｇ．知的財産権の出願・登録状況
　　該当なし。
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【資料】９．アンケート調査結果（屋外活動） 
１）一酸化炭素中毒後遺症患者およびその家族 

 
２）一般高齢者 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３）脳卒中患者 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※大カテゴリーの枠の大きさは、アンケートによる回答数を反映させている。 
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【資料】１０．アンケート調査結果（地域や社会交流など社会活動） 
１）一酸化炭素中毒後遺症患者（家族含む） 

 
２）一般高齢者 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３）脳卒中患者 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※大カテゴリーの枠の大きさは、アンケートによる回答数を反映させている。 
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【資料】１１．高次脳機能障害患者の活動制約について 
高次脳機能障害のある方のご家族への「介護負担感」に関する実態調査報告書より 
（平成30年10月 東京慈恵会医科大学付属第3病院リハビリテーション科渡邉修） 

NPO法人東京高次脳障害協議会ホームページより 
 
表；今後、必要とされる、特に重要と思われる支援について選択された項目 

 
図；CO中毒後遺症患者の社会活動の制限の要因に関して医療関係者に対するアンケート結果 

 
  
 上記の2つの図表から、精神障害を含む高次脳機能障害を支える支援体制（環境要因）が生活活動や社会活
動の制約になっていることが窺がえる。高次脳機能障害は、低酸素脳症は特に障害の程度が強く、活動制限
が著明である。身体機能だけではなく精神機能に対する支援を専門的に実施できる体制が求められている。 
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研究要旨

動作（バランス機能及び脳機能）解析法の検討

研究分担者　田川善彦

研究分担者
　　田川善彦

Ａ．研究目的
　CO中毒患者の高次脳機能障害、主に 
注意・遂行機能と身体機能、特にバラン
ス機能を総合的に評価する方法を検討す
る。

Ｂ．研究方法
　歩行や作業課題中の重心と前頭葉の脳
血流を同時に計測する方法を確認する。
 （倫理面への配慮）
　本研究における課題（タスク）は、実
際に臨床で行われているリハビリテー
ション（訓練）であり、あらたな危険性
や不利益は生じない。取得データは、す
べて連結可能匿名化を行い管理し、研究
終了後に破棄する。
　また、介入効果を検証する場合は、研
究への参加同意を、口頭と紙面で説明を
行い、文面で同意を得る。意識障害や認
知機能の低下で本人の同意が得られない
場合は、家族からの同意を得る。

Ｃ．研究結果
　重心軌跡を計測できるデジタルミラー
を用い計測中に計算（またはしりとり）
を行うダブルタスクを実施し、注意機能
とバランス機能に加え脳血流をモニタリ
ングできる手法を確認した。バランス練
習装置や上肢遂行課題時の脳血流の計測
が可能であることを確認した。（資料12）

Ｄ．考察
　姿勢制御と認知課題はともに注意機能
との関連性が報告されており、CO中毒
後遺症患者の加齢による身体機能の低下
にも影響している可能性がある。課題遂
行中の身体機能の評価と脳血流を同時に
計測することは可能であり、問題点抽出
や訓練効果の評価に有用かもしれない。
臨床機器を組み合わせることで可能であ
り、次年度からは得られたデータを同期
化することで解析する。

Ｅ．結論
　バランス制御課題や認知課題中の脳血
流を臨床機器で計測ができる。

Ｆ．研究発表
　１．論文発表　　該当なし。
　２．学会発表　　該当なし。

Ｇ．知的財産権の出願・登録状況
　　（予定を含む。）
　１．特許取得　　該当なし。
　２．実用新案登録　　該当なし。



2524

 

24 
 

【資料】１２．課題中の脳血流（近赤外線分光法）と身体機能解析（バランス・認知機能）手技  
デジタルミラーで上肢課題中の評価       Wii（やわらか頭塾）で認知課題中の評価 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Wii Fitでの静止立位バランス課題中の評価   Wii Fitでの坐位バランス課題中の評価 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
バランスボードでの摂動課題中の評価 
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研究要旨

身体機能評価の方法の確認と実施

研究分担者　高野吉朗

研究分担者
　　高野吉朗

Ａ．研究目的
　CO中毒後遺症患者の身体機能評価の
方法を検討し実施する。

Ｂ．研究方法
　評価項目は、筋力、筋量、歩行機能、
バランス機能、持久性といたった基本的
機能とする。加齢の影響を受けるものと
することで、健常高齢者との比較も行い、
加齢の影響を合わせて検討する。
　また、本研究で活動の指標とする
LSAについて、活動量計との関係や身
体機能との関係について検討する。なお、
個別の高次脳機能障害による社会制約は
CBAを用いてその影響も検討する。リ
ハビリテーション計画として検討した評
価を反映させた計画書を作成する。
 （倫理面への配慮）
　研究への参加同意は、口頭と紙面で説
明を行い、文面で同意を得る。認知機能
の低下などで本人の同意が得られない場
合は、家族からの同意を得る。

Ｃ．研究結果
　筋力は、握力及び等尺性膝伸展筋力、
筋量は、体組成計による四肢骨格筋量
（SMI)、歩行、移動機能は、10m歩行速
度、Timed up & go test、バランス機能
は、片脚起立時間、重心動揺計による重
心軌跡長の計測は問題なく実施できた。
LSAやCBAは公開されている日本語版

のままでは表現を理解できず、調整した。
持久性は、注意が継続できず動作が著し
く安定せず持久性の評価として不適切と
判断した。活動量は、市販の活動量計を
問題なく装着でき歩数を含めた活動量が
計測できた。評価項目を反映させ、多職
種で情報共有するための総合計画書を作
成した。（資料13）それぞれの計測値の
関係性は症例が６例とまだ不十分である
ため、次年度に検討する。

Ｄ．考察
　持久性以外は問題なく実施可能であ
る。持久性評価は、エルゴメータによる
心拍数計測を検討する必要がある。

Ｅ．結論
　リハビリテーションに必要な評価を決
定し、訓練計画に反映可能である。

Ｆ．研究発表
　１．論文発表　　該当なし。
　２．学会発表　　該当なし。

Ｇ．知的財産権の出願・登録状況
　１．特許　該当なし
　２．実用新案登録　該当なし
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【資料】１２．課題中の脳血流（近赤外線分光法）と身体機能解析（バランス・認知機能）手技  
デジタルミラーで上肢課題中の評価       Wii（やわらか頭塾）で認知課題中の評価 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Wii Fitでの静止立位バランス課題中の評価   Wii Fitでの坐位バランス課題中の評価 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
バランスボードでの摂動課題中の評価 
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【資料】１３．総合リハビリテーション実施計画書（CO中毒後遺症用） 
   （マーカー部分がCO中毒後遺症患者用として改変した箇所になる） 

 

27 
 

 
 



27

 

26 
 

【資料】１３．総合リハビリテーション実施計画書（CO中毒後遺症用） 
   （マーカー部分がCO中毒後遺症患者用として改変した箇所になる） 
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